
 

     

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ラ
ム 

逗
子 

太
郎 

イ
ラ
ス
ト 

逗
子 

し
ず
お 

 

久
木
大
池
か
ら
朝
比
奈
切
通
に
至
る
尾
根
道
の
や
ま
な
み

ル
ー
ト
は
、
そ
の
典
型
と
し
て
私
の
大
好
き
な
コ
ー
ス
で
あ

る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一
日
、
鬱
蒼
と
茂
る
三
浦
半
島

固
有
の
古
木
原
生
林
の
中
の
尾
根
道
を
、
米
軍
池
子
基
地
の
絶

え
間
な
く
続
く
立
入
禁
止
用
の
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
歩
い
た
。

基
地
側
と
ハ
イ
ラ
ン
ド
側
、
両
側
か
ら
伸
び
る
古
木
の
枝
が
、

恰
あ
た
か

も
握
手
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
頭
上
に
優
し
い
若
緑
の

木
漏
れ
日
の
大
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
私
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
こ
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス
と
立
入
禁
止
札
な
ど
、
無
粋
で

矮
小

わ
い
し
ょ
う

な
人
間
ど
も
の
産
物
を
時
に
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
程
の

圧
巻
で
あ
っ
た
。
昔
は
道
の
守
護
樹
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
桜
の

樹
齢
二
百
年
強
を
伺
わ
せ
る
老
木
や
露
岸
の
箱
形
切
通
も
随

所
に
あ
り
、
如
何
に
も
名
の
あ
る
古
道
の
趣
で
あ
る
。 

間
近
に
迫
る
市
街
地
の
喧
噪
を
豊
か
な
自
然
林
で
遮
り
、
常

に
静
寂
で
緑
濃
き
深
山
の
佇
ま
い
を
遺
す
久
木
大
池
は
、
正
に

そ
の
玄
関
口
に
相
応
し
い
が
、
い
つ
も
満
々
の
水
を
湛
え
水
鳥

が
遊
び
魚
影
を
映
し
て
い
る
池
面
に
、
こ
の
日
は
更
に
、
若
芽

の
新
緑
と
紫
の
山
藤
と
真
白
な
水
木
の
花
が
彩
り
を
添
え
て

い
た
。
近
郊
に
あ
る
こ
ん
な
自
然
景
観
は
、
何
よ
り
も
大
切
な

逗
子
市
民
の
財
産
だ
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
私
が
自
然
回
廊
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
所
以
で
も
あ
る
。 
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平
成
二
十
五
年
八
月
十
三
日 

発
行 

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

「
久
木
大
池
か
ら
朝
比
奈
切
通
ま
で
の 

や
ま
な
み
ル
ー
ト
」 

 

逗
子
は
、
市
街
地
か
ら
臨
む
山
並
み
の
景
観
も
す
て
き
な
ま
ち

だ
が
、
山
好
き
の
私
に
と
っ
て
、
山
の
景
観
本
来
の
味
わ
い
は
、

三
方
を
囲
む
そ
の
山
々
の
自
然
に
踏
み
入
る
瞬
間
に
始
ま
る
。 

自
然
の
中
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
人
間
の
五
感
に
季
節
の
移
ろ
い

を
逸
早
く
知
ら
せ
る
樹
木
や
草
花
が
発
す
る
色
や
匂
い
こ
そ
が
そ

れ
で
あ
る
が
、
自
然
は
、
そ
ん
な
環
境
の
中
で
は
何
時
も
、
そ
の

力
や
こ
こ
ろ
の
広
大
さ
・
強
烈
さ
・
優
し
さ
で
、
私
に
何
か
を 

 

教
え
て
く
れ
る
。 

 

「久木大池」深山幽谷の趣あり 6.22 

絵 浅野 まり子（鉛筆画サークル） 

「鳥の声」 6.22    絵 大久保 礼子（鉛筆画サークル） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

尾鷲一級建築士事務所 逗子市桜山 5-9-4 046-873-2772 

宮下一級建築設計事務所 逗子市桜山 3-10-18 046-873-9855 

菅原建築設計事務所 逗子市久木 1-2-3 046-871-7959 

㈲ニッペイ二級建築士事務所 逗子市桜山 5-30-27 046-873-6383 

Hayama Design Office 逗子市桜山 8-5-8 046-871-3505 

キリガヤ建築士事務所 逗子市逗子 1-11-18 046-873-0066 

ミサワホームイング東京㈱横浜南ブロック逗子店一級建築士事務所 逗子市久木 8-9-13 046-873-5331 

   

 

第一休憩所での集合写真☆ 

歴史的建造物と史跡を巡るまち歩きを開催しました☆   

小さな子供から大人まで、幅広い年齢層で挑んだ今回の

まち歩き♪ 

真夏なので熱中症が心配でしたが、森に入ると風が心地

良く全員で楽しくまち歩きができました。ボランティア

団体「観光推進の会」「古墳を守る会」の方々による街並

み、史跡ポイント等の解説、大竹カメラさんによる写真

撮影のポイント講座も行われました！ 

郷土資料館や旧脇村邸でも詳しい説明が行われ、ただ歩

くだけでなく逗子の景観と文化に触れた充実のイベント

でした。子供達によるスイカ割り大会も大盛況でした！ 

 

 

逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト第三期募集中  

景観フォトコンテストも早くも最終期となりました。今までに 300 点以上ものご応募をいただき、逗子の新

しい魅力を共有しています。逗子ステキ発見！景観フォトコンテストは 9 月末まで開催していますので、逗子

の魅力あふれる一枚を是非応募してください！ 

入賞作品は 10 月 19 日（土）に行われる景観シンポジウムで表彰します。素敵な賞品を用意しています♪♪ 

☆第二期展示会のお知らせ☆ 

平成 25 年 8 月 13 日（火）～8 月 15 日（木） 市庁舎一階 市民ホール  9：00～16：00 

 

       

 

 

平成 25 年 7 月 20 日（土） 

  

 

湘南三浦支部 

建築設計・耐震診断の依頼は 
逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト スポンサー紹介 

逗子市では耐震診断・耐震工事の補助制度を行っています。逗子市まちづくり課または建築士事務所協会まで
ご相談ください。 

【補助の条件】 

1981年（昭和 56年）5月 31日以前に建築確認を得て着工した 2階建て以下の木造戸建て住宅など 

【補助額（1棟あたり）】 

①簡易耐震診断  費用 20,000 円のうち 15,000円  ②一般耐震診断   費用 70,000 円のうち 40,000円 

③耐震補強工事  工事費用の 1/2（上限 500,000円）④耐震シェルター等 設置費用の 1/2（上限 250,000円） 


